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教員の研修は、個々の教師の職務遂行能力を維持・向上させたり、学校を

改善する必要から教師、行政機関、大学などによって行われる教育活動であ

る。我が国では内容的には、職位別（経験年数別）研修と専門的研修に分け

られる。前者は、新規採用（初任者）教員、中堅職員、主任・教頭・校長研

修などである。後者は、教科・領域別研修であり、「各教科」「道徳」「特別

活動」「生徒指導」「進路指導」「同和教育」「学級運営」「学校経営」など、

多岐にわたっている。

また、研修・現職教育の形態や提供主体からみれば、自己研修、校内研

修、学校間研修、教育研究団体などの各種団体による研修、行政機関や教育

センター・大学（大学院）が提供する研修などがある。教員研修の実施体系

を示すと図7-1のようになる。

ところが、一般公務員の研修は、勤務能率の発揮及び増進のために、研修

を受ける機会が与えられ、その研修は任命権者が行うこととされる（地方公

務員法39条、関連して国家公務員法71条、73条）。これに対し、教育公務員

の研修は、他律的に与えられる一般公務員の研修と性格を異にし、自己の職

責を遂行するために不可欠な研究と修養（研修）である。

ところで、教育公務員特例法22条２項によれば、勤務場所を離れて職専免

による研修ができるためには、授業に支障がなく、かつ、本属長の承認を受

けなくてはならない。この校外研修における本属長の承認はいかなる要件の

もとになされるべきであるか、についても見解の対立がみられる。教師の自

主研修権の立場では、校長の承認を単に授業への支障がないかどうかを確認

するための裁量の余地なき行為であるとする。もし、授業への支障について

判断を要する場合は、学校の教育計画にかかわる問題であることから、職員

戸島 山内 戸島
正 葭原 牛島
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第７章 これまでの教員研修の再 と10年経験者研修の特徴
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参 資料 ２．10年経験者研修評価例
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